
「第７回インフラメンテナンス大賞」
農林水産大臣賞を受賞しました！

■部門：メンテナンスを支える活動
■分野：農業農村
■受賞：農林水産大臣賞
■受賞者：
山口県土地改良事業団体連合会（設計・運営）
山口県農林水産部農村整備課（構想・企画）
（株）ニュージャパンナレッジ（開発・デザイン）

■紙媒体（調書、図面、写真帳）利用を脱却（電子データ化）し、集約
作業の労力軽減やスペース削減、的確なデータ検索・抽出などを実現

■土地改良区や日本型直接支払の関係組織、ため池等施設管理者などに
よる保全管理の情報等を共有、蓄積することが可能

■各システムの連携によって、インフラの保全管理等の活用ニーズに応
じた、データの抽出や利活用が可能

■日本国内のインフラメンテナンスに係る優れた取組や技術開発を表彰、広く紹
介することにより、取組の促進や活性化、理念の普及を図ることを目的に創設

アプリによる施設点検

保全活動の記録・共有 システム連携イメージ

山口県山口県から全国へ！ 農業農村整備
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現地アプリ 共有サーバ

○全国地図・衛星画像をベースに、全国どこでも活用が可能！
⇒ 被害箇所はGPSで特定、現地写真や被害額算定シートと紐付け

○オフラインで表示可能な地図を格納し、通信状態を気にせず現地作業！
⇒ あらかじめ地図をDLすることでオン・オフどちらでも作業が可能

○データベースシステムと併用し、リアルタイムに情報共有！
⇒ 登録したデータは瞬時に反映、調査端末の情報更新によって調査の重複防止

能登半島地震における農地・農業用施設災害の
被害調査で山口県アプリが活用されています

○石川県から全国知事会を通じた農業土木職の派遣要請、山口県から１名を派遣
・派遣期間：2/5～3/30（2週間交代、延べ4名）
・業務内容：奥能登(輪島市・珠洲市・穴水町・能登町）の被害調査

○石川県との調整により「山口県アプリ」を活用した被害調査を実施

○石川県、MAFF-SAT、各県(宮城・福島・茨城・山梨・広島・熊本、山口)で活用

○石川県専用サイトにて、現地活動の状況を関係者でリアルタイムに共有

・3月末までに約2,800件のデータ登録
・現在、査定設計用務に活用中

石川県での活用状況


